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 組合員の皆様へ 

爽やかな冬晴れが続いておりますが、朝晩は気温が低く寒い季節となって

きましたので、風邪・インフルエンザ等にかからないよう体調管理に十分

留意する様お願いします。 

又、コロナウイルス感染者数はかなり減少し、感染状況は落ち着いてきて

おりますが、寒さと共に、再流行するリスクも高いですので、引き続き  

感染症対策を徹底願います。 

年末年始休暇中の実習生について 

毎年長期の休暇の折りに技能実習生をめぐりトラブルが発生しております。宿舎内での火の元や、夜間の  

騒音（洗濯機の使用、テレビ・ラジオ・音楽の視聴）等の苦情がトラブルの原因となります。その他電車内

での携帯電話（通話、音声でのメール、音楽＜音漏れ＞）、繁華街での勧誘、WEB 決済等でトラブル発生の   

報告を受けております。つきましては、これらの事情を年末年始休暇前に実習生向けに十分勧告いただき  

ますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

       

 

年末のご挨拶 

本年 11/7迄は昨年に引き続き、新型コロナ感染症対策の影響で、新規の技能実習生の 

入国が認められませんでしたので、組合企業様では計画通りの実習を実施する事が 

出来ない状況となりました。 

又、技能実習完了後も帰国出来ない実習生は特定活動として 

日本に滞在せざるを得ない状況も続きました。 

外出自粛要請やリモートワークなどの異例の事態が継続しましたが、 

皆様の適切な対応と予防対策により、多数の感染者を出す事なく 

無事 1年を終える事が出来ました。 

これは、ひとえに組合企業様のご協力のおかげですので、 

深く感謝申し上げます。 

来年も組合職員一同、更なる業務の向上を目指して、                     

精励して参りますので、これからもよろしくお願い致します。 

緊急連絡先（24時間） 

【事務局】        TEL ：048-755-9591     FAX：048-755-9827 

【組合職員携帯】    070-3667-8667（杉戸）    080-4477-6005（廣畑） 

                   090-9540-4849（髙橋文徳）  090-2323-7188（王） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水際対策強化に係る新たな措置（19） 

日本政府は 11月 5日に新たな水際対策措置を決定しました。今まで原則として一時停止していた外

国人技能実習生の新規入国について、日本国内の受入責任者（企業）を通じて、事前に所管省庁の審

査を受けた技能実習生（中長期の滞在者）の新規入国を原則認めることとしました。受入責任者から

業所管省庁への申請の受付は 11月 8日から開始されました。下記に係る査証申請に関しては、日本

の受入責任者が行う手続が開始されたばかりであり、実際に海外の日本大使館に査証申請を行えるよ

うになるには、暫く時間がかかる見込みですので、ご留意願います。 

第一ステップ                                                                          

日本側、受入責任者は業所管省庁から事前に審査済番号を受ける必要があります。                        

利用対象者→入国者に交付された在留資格認定証明書の作成日が、以下に定める期間内であること。    

令和３年１１月の利用対象者→２０２０年１月１日から２０２０年 ６月３０日まで           

令和３年１２月の利用対象者→２０２０年１月１日から２０２０年１２月３１日まで         

令和４年 １月の利用対象者 →２０２０年１月１日から２０２１年 ３月３１日まで     

令和４年２月以降の利用対象者は、実施状況等を踏まえつつ決定されます。 

申請に必要な提出資料①申請書②誓約書③活動計画書 ④入国者リスト⑤入国者のパスポートの写し

⑥入国者のワクチン接種証明書(写）(「行動制限の緩和措置」や「待機期間の短縮」を希望する場合）

⑦技能実習計画認定通知書の写し ⑧在留資格認定証明書の写し 

第二ステップ 

各送り出し機関にて現地大使館・領事館等への審査済証（写）の提出、査証審査・査証発給及び      

出国各手続き手配 

・申請後の手続に当たっての留意点等 

受入責任者は、業所管省庁から事前に審査済番号を受けた上で、入国者の搭乗する便等が確定した段階

で速やかに厚生労働省が指定する。WEBフォームに入国者の情報を登録する必要があります。 

第三ステップ 

日本入国時検疫で必要な手続                               

①審査済証（写し）の提示②出国前 72時間以内の検査証明書の提示③質問票の提出④ワクチン接種

証明書の提示⑤入国後の健康フォローアップ等に必要なアプリ(MySOS)を携行するスマートフォンに

インストールし、ログインにより待機場所や健康状態など必要な事項の登録及び報告            

日本入国、隔離、オンライン授業、対面式授業 

第四ステップ                                                                     

実習実施先へ配属  

                                                                        

 


